
個人トータル表

男　子 平成28年7月31日 11:10 開始

１回戦

13 33
69 13 18 99

21 30
22 18

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 渡辺　翔太 19 2 3 7 2 * 4 内田　元貴 4 0 2 0 4

* 5 深田　匠満 26 0 12 2 4 5 石井　優人 8 0 4 0 0 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

* 6 安納　駿 4 0 2 0 1 6 髙橋　主 0 0 0 0 1 TeamA : : 33:57 : : : : : :

* 7 藤井　時生 15 1 6 0 4 7 相馬　陸 0 0 0 0 0 TeamB : : 26:53 : : : : : :

* 8 相馬　俊介 5 0 2 1 2 * 8 白勢　恭平 19 3 5 0 2

9 田代　航 0 0 0 0 0 9 佐々木　悠斗 4 0 2 0 1

10 打田　大騎 0 0 0 0 0 * 10 木村　優斗 7 0 2 3 3

11 小野　恭士朗 - - - - - 11 島谷　怜 4 0 2 0 2

12 伊藤　学 - - - - - 12 溝口　月斗 16 0 8 0 3

13 宇梶　温哉 - - - - - 13 山本　鳴海 11 0 5 1 2

14 春山　歩夢 0 0 0 0 0 * 14 柴田　京哉 5 0 2 1 1

15 小島　優生 - - - - - * 15 長尾　光輝 21 1 8 2 1

ｺｰﾁ 千村　隆 0 ｺｰﾁ 佐々木　睦己 0

Aｺｰﾁ 髙崎　徹 Aｺｰﾁ 島﨑　紘一朗

合　　　計 69 3 25 10 13 合　　　計 99 4 40 7 20

　　主審： 遠藤大輔

　　副審： 小田原誠

戦評： 記録： 海田高校
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東海大札幌

平成28年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会
第69回全国高等学校バスケットボール選手権大会
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県立宇都宮工業 東海大札幌

〔 戦 評 〕
スターティングメンバー 宇都宮工業＃４，５，６，７，８ 東海札幌＃４，８，１０，１４，１５

第１Ｐ，両チームともハーフコートマンツーマンでゲーム開始。宇都宮工業は果敢にドライブインでゴールに

迫るが，攻めきることができない。東海札幌は，＃１４の３Ｐや＃１０のゴール下のシュートでペースを握り得

点を重ねる。宇都宮工業はオールコートの２－２－１からの２－３ゾーンに変更するが，東海札幌は＃１４を

中心に得点を重ね，３３対１３で東海札幌がリードする。

第２Ｐ，高さで勝る東海札幌は＃４と＃１２のポストプレイを中心に点差を広げていく。宇都宮工業は＃４や＃

５のドライブインで食らい付くが，東海札幌は確実なディフェンスリバウンドから速攻で得点を重ね５１対２６で

東海札幌がリードを広げ前半を終了する。

第３Ｐ，宇都宮工業は前半に引き続きオールコートの２－２－１からの２－３ゾーンでプレッシャーをかけるが，

東海札幌は巧みなパスワークで攻略し確実にシュートを決めていく。宇都宮工業は＃４のドライブインでバス

ケットカウントなどで得点を重ねるが，東海札幌はゲームのペースを握らせず８１対４７で東海札幌がリード

を広げる。

第４Ｐ，宇都宮工業はスクリーンプレイから１対１を仕掛けるが，東海札幌の高さに得点を阻まれる。東海札

幌は＃１１が巧みなゲームコントロールによって，着実に得点を重ね安定した試合を展開した東海札幌が９９

対６９で勝利した。東海札幌の高さに最後まであきらめず，挑み続けた宇都宮工業の健闘を称えたい。
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